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R占BuZn6

ScricsoEexperimentswereperformedatthe

constanttemperatureof25Ointhedurationfrom

January8toMarch21,1945,to､seetheeffect

ofconcentrationsoEsodium cllloridecontainedat

varyingconcentrationsin.theaqueousmedium on

theoviposition,hatclling,pupationandemergence

ofAcdcs,aeByPLiL.

Ⅰntheresults.obtainedassl10WninFigs.1and

2andTables1-6, thefollowingtendenciesare-

noted.

1. Whenmaturefemalesareofferedsolutions

oENaCIvaryinginconcentrationinjuxtaposition,
they appearto beable'to discriminatesma一l

differencesin,concentration and deposit-their

eggs.selectivelyonthesolutionsoElowerconcen-

trations. Ovipositionisscarcelyobservedonthc

solutions higher in concentration'than 1%.

2･ ThelimitoftheNaCIconcentratio,nwhich

permitshatchingoftheeggsliesbetweenl%and

2%.

3. ThelimitoftheNaCIconcentrationwhich

allowsthelarvaetogrowtopupateliesbetwccn

0.75% and1.00%.

4･ Uptotheco.ncentrationofO･5% thelsalt

llaSlittleeffectontheviabilityanddurationof

pupae.In0.75% solution,however,aboutone

thirdoEthepupaearekilledbeforeemergence･:

Inconc7usion/thelimitoftheconcentrationoE

NaCl､Solution whicllpemitstllebreeding of

Ae-dosaeBDPLt'islestimated to occur between

0.75-1.00%.

Basedon■theresultsobtained.discussionswere

madelon some physiological, ecologicaland

preventiveproblems.

Itc8idualContentandToxicityofSchrAdaninRehtionloCottonApllidControl.StudicS

ontheSystemiclnsecticides.VI.Ken′ichiNoIIUIIA,Chuz6SmBANUN̂ ,SadayoshiYAhIAr)A,

Mitsushige MATSUJ7A､and SumikLo M()Rrr̂ (Faculty of Horticu一ture, Chiba University,
Matsudo,ChibaPref.).Receive4Noy.9,1956.Botyu-Kagaku, 22,80-86,1957, (with

Englishresume,85).

14. scllm血n の残 留毒性と殺虫効果と申開係につし､て 浸透殺虫剤に関する研兜 耶 6瑚

ulj付紐一 ･柴TaFiL三 ･山田貞宜 ･松栄光豊･森田澄子 (千柴犬学 園芸学部) 31.ll.9 受理

謹 ん で 呑 川 忠 音 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る.

ナスを材料にして schradanの殺虫効果,植物体内の OMPA A,その植物の人畜に対する砧軌

の各胡相互間のLu床をそれぞれの経時変化を通 して此蚊検討 した. 各項目にJ:り経時変化の男削ま相

述するが,後2者は比較的類似し, 殺虫効果のそれはかなり著しい相過を示した.本米これらは,

互に比例的関係を持つべきものと考えられるのである･が, 庖点時を遠ざかるに従って見かけ上の相

L閑関係はくずれて来るのである.しかし果実より菜の方が OMPA 含有丑が掛 ､こと,また殺山効

果の減退が時間的に見て一番おそいということは, この薬剤を応用する立場から■見て好都合なこと

である.

schradan の殺虫効果については内外ともに多数の - schradanの残存虫についてもRipper16㌧Davichら1),

報告があり13,日･15),また処理された植物休円における 川城ら9)が くわしく検討 している. しか し両者間
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の.関係については必ずしも明瞭とはいえない.Cncid;1

ら2'は肌物の合すすするschradanR及びcholincstcrase

n'.!;I.li:tll,:ぴに殺虫効果について調丑し,3孤tnこ比例

的朋旅のあることを示したが,それは処刑当時につい

ての苛烈でI,)つて,その後の経時変化には言及 してい

ない. この点では長期にわたって観黙 した Davich

ら4)の招告が興味があるが,しかしその schradanfft

は柴でなく成文について追跡したもので,それとアプ

ラムシの殺虫効果 (矧 こおける)とを照合して も,両

顎間の開床をはっきり探ることはできない.

拭々はこの点を兜rlnする目的で下記の実験を行った.

1!rJちナスに schradan(Pestox3をmう)を牧TffL,

その果実及び弟における schradan 残存托及び残田
詔姓を検討するとともに.同机物についての殺山fj/)米

の技巧変化を追跡し,､智文代の開拓を'rjJHそうとしたの

である･こう した研兜は多数例について行う必rZgがあ

り,しかも我々の研究 も完全とはいいmく,本間LEiに

ついて結論を下すことは早計であるが,=三興味ある

結果を和たのでここに変述することにしたい.なお化
学分析は柴田 ･山El]が,血破反応は森田が,恐山関取

は野村 ･松柴が分担し:=ことを明記しておく.

本研死をなすに当り,段応大学上田串-博士,相室

試験所江E3岡見 千茄Lr,l･.血沼研死所越後TIFTr長及び松

本技官より教示援助を賜 り,また実験に当っては笠朝

子氏等教宅各位にflう所が多い.ここに記して感謝の

詔を衷する.

実験方法及び結果

材 料 : 対象作物にはナス (品田橘穴)を選んだ.

机は松戸市栗山で,1955年8月16日に Pestox3の

500倍.牧を全自動qi琵肘によって約90株に散布LT=.

IFl(Fiil7モは1枚当り85ccで,相当ていねいに徽和しT=

わけである.当時ナスは既に成長を糸写り,そろそろ収

相 田に入る段桝であった.このナスについて

A.茄における OMPA王琵′(化学分析による) ′

3.果実における OMPA丑 (化学分析による)

C.人血cholinesterase阻告既 (invitroにおける)

D.宛血cholinesterase阻語度 (経口投与にわける)

F..接種ワタアプラムシに対する殺虫効果

の5頃日を定期的に調禿した.その方法及びJHi架を次
に示す.

刀!実及び'矧 こわける OMPA のJqm (化学分析):

上記畑より淀川的に果実及び茄を摂収し, それぞれ

について Schradarl の主'L<ql布効成す octamethyl

pyrophosphoramide(略称OMPA)の爪を測定 した.

その方法には正鞘放きE卿 こ).E･づ く方旺 (又ipper,

Davich), 及び Hallら6)に よっ て考 案 され た-′
(1imethyllmine疋伺に邦づく万鴫とがあるが, 粥々

郡 22 .yl;- I I

は予11'[771助の約邪に兆づき後者を採択 した.その際の

拭羊斗の.調製班は次の通りである.

.TJ!'J:は1rlllの)i:柑こつき･平均 3倍を用いることとし,

大きさはftW'll収控てJ伐の大形のものをとった.舛実は

へクをlrl除き,i;部を sliceに して後 50.0gを ミキ

サ⊥にとり chlorororm lOOccを加えて 1分間破砕 し,

筏1柑 J"J択氾 し氾過して固形物を分析する. 姐牧は

chloroform JLl')と兄汁桐とに分かれるから, 前者のみ

を分取するTこの ch-oroform 溶彼に淡海顧 10clcを

一加え,拐浴上で chloroform を誘発させる.残った

Pestox3の塩顧浴夜を昭熱船上で 1時間還流加熱 し,l
後茶河水を加えて 100cc定容とする.この中から-

花環を Kjeldahl苅田掛 こ移し蒸潤定員する.定立は

Erma光TG比色計にJ:r)dimethylm ineの畠を血定

した.3'JiRの場合は大形の頂10枚をとり,上と同様の処

刀!を行った.

Pestox3は有効成分として上述の OMPA55W/V

,oi,及び dccamethyltr;phosphoramidcllW/V,o&

を含有するが,｣このようにして,▲C】llDrOrOrrn に移行

した化合物中には.これ'らの･lJ効JJq分の州 こ肌物体の

代謝 こよって生じたその ox王dc や非有効成分苛も含

まれる.従ってJri:ITほ れた dimcthyllminerRをもっ

て有効成分の残TJ:mTl･求めることは,賊掛 こいえば不

可純なことである.しか し,OMPA及び(lccftmClhyl
l

tr王phosphorarn;(tcが肌物作円でほぼ.T']じ迎さで分解

されるという Iicathら7)の印/Bを根拠とし, 次のTlt

Flを妥当と認めるならば,･次式に.Lって班･m物総n及

び残留有効成分爪を訊lげ ろことができる.

1. 原板及び頭m物はその場分糾戊がftTd者ともに符

しい.即ち-1J効成分の缶mは城田物においてもやはり

それぞれ 5̀5W/V%,llW/V% である.

2. 抽出は完全に行われた.

試料中の原校合丑 (ppm)

-試料中の dimethyhmine台放 くppm)

× 1(拷)

原板1gよりq=ずる(limethylamine:放 くt!)

-試料中の dimethyhmine合1-1t(ppm)

× 1.000 (だ)

U.47こI (g)

-2.10×拭村中の dimethyhminefIm (ppm)

拭料巾の OMPA 含放 くppm)

100

Ed 校合放 くp,m)×爪椛巾の.PHM禁 .望W/V%
h;t枕の比:氏

･孟

=原- 爪 (pp-)×示畏 i面 =0･484

×原統合丑 (ppm)

飢

卜 1 ∫
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Table1. Resultsoftheinvestigationconcerning5items.

Items I Daysaftertreatment
0 1 1 ll3 1 4 1 5 110r15 12O

*Estimatedfrom thesupplementary.experiment･l

上記の如き方法で求められた結果は第1表 (A,B)

に示す通 りである･叔初は窮の万が OMPA含虫が著 ノ

しく市いが,茄,雑犬いずれも日数の経過に伴って残

存矧 ま次邦にはじ,後にはその含虫は両者であまり差 .

がないようになる.はじめ菜の方に著しく含有fnが高

いことは,他の報告にも同様事例が示されているが9),

こ叫 まASの方がifiii壬の割に表両税の大きいことが関係

しているとTilう･なお 0叩PA残存塁の時期別減少率

杏)穴めると邦1回の如くで,柴における減退の方が急

である.火災の方は,それの重量増加も考慮して見る

ち (耶2Tll). 茄にくらペて減少率は明かに低いもの

といわ叫 ナればならない･
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Fig. 1. CoIもparison among periodical

changcsrecogni2:edinthecaseofinvestigation
conceming5itemsshowninTab一e1.

cholinesterase阻害既から見た果実の詔距 : 上記

の化'-ty:分析によって果実における残留苛姓の一つの両

は仰yjされるわけであるが.前年森田の行った cho-

1incstcrase 阻語皮にBgする実験によれば. 処理宙後

よりむしろ4日位経過した鴫の方が冶性が軌 ､と推論

古れる (後述). それで今回も化学分析の外に血統中

の cholinesterase阻fiiZ皮も立丘行して朋査することに

した.これには次の2方法をとった.

,その1は,invitroによる血核反応の検討である･

これは OMPA が植物休中に広一く含まれるphospha-

taseによって酸化されるとの推定のもとに行ったもの

である･その方法は,人間の脱鱗他宗血 (F･れを用い
/

82

れば生体を通しI:場創 羊斑も近いことが期待される)

10ccに対し,宋突1個分 (60g)の果汁を加え,37O
で2時間おく'･これを遠心分離しそq)1m約 0･04ccに

摂街故 (pH8.0)4ccを加えたものに acetylcholinc

lro淡 1ccを作用せしゆすこ場合の cholinestcrase′の

活性伯を p_H 法によって測定する. 血紋に対し加え

るべき果汁の最が多いが,予備実験の結果によればこ

の程蛇加えないとはっきりした反応が出ないので,上

記方法を採用することにした.この方法は次に述べる

経口的方法より信頼性が高いと思われ,この機会に招
性検討の1方法として提唱する次邦でみる･-

その2は家兎を用いての経口詔陸の調査である.処

理果実の供与塁は 60g/kgとし,供与4時間後に耳か

ら採血し,その cholinesterase活性値を前記とTLl'Jは方

法でalTl定する.

これらの方法によれば,第 1表 (C,D)の如き鮎

果が狩られ,化学分析から示された減少幌向とはやや

興るこきが示された･しかしその悦向紋は.次話己する

殺虫効果のそれよりは OMPA 虫のそれに近い (ml

図参照).

ワタアプラムシに対する殺虫効果 ; 敬-(行田切には

当時ワタアブラムシ AphisgossyPiiの発生なく,千

染大学園芸学部の田場で飼雪していたワタアプラムシ
を散布株に接超して殺虫効果を検した.放銅山には脚

化間もない幼虫を用い,ー1茄:IC10匹宛鮫柾し,逃亡し

ないように金網製の小粒でとやすこ･比校の意味で両川n

の無散布珠にも同様処理を施した.3区制とし,死亡

率は接種48時間後のそれをとり, Abbottの式によ

り祁正した._その結果は第1表 (E)に示す血りで,

散布10日後に放電死亡率を示し,20日後にはも収や

効果が消滅した'と認められI:.

考､ 察

各結果の比較大要:化学分析の結果は,Davich

らJ)や川城ら9'が多数植物の果実及び窮(しかし同一仙

物で両者を並行して定期杓に調べTこものは机 ､)で細
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位しているところと同一帆句を示している.これは木

火映の納架が大体安当であったことを哨示するものと

解釈できよう.cholhesterasem告班を玖村したもの

では,mlの invitroによる血紋反応法は数次の予

Ll'lMl験で適用比を珊めた上で採IT]したもので,これは

かなりn頼性が甜いものと招ずる.これに対し家兎を

l恥 てヽの柾耶ほ性調査は, 血中 cholinesterase阻gJ

蛇を対象としている点は同じであるとはいえ,上の場

合のように毎回条件を統一することが困難であり,多 ､

少の誤差があった懸念もなくはない.しかしそれでも

前年森田がナシの果実及びキャベツで実験した結只と

概ね符合した.このfrir年の実験は,方法も多少只わや,

また経過日数のとりかたもあらく.田役机 しヽ1日後

と4日後の比較しかないが,両材料とも4日後の方が

和睦が強く,今次の突験で処m13日後において政も揃

い招性を示したことと似ている.こういう点から見れ

ば.家宛を用いたこの経口招性調丑も.多少相度は落

ちるかも知れないが,一つの参考汗料にはなt)狩るで

あろ､う･ここで cholinesterase阻告皮を対象とした

両方法を一店して取扱うのは必ずしも適切ではあるま

いが,散布後3日まで両者とも起点時とあまり変化が

ないこと,しかしくわしくいえば処理田後よりむしろ

3日後あたりにt=｣ クがあるらしいこと,は両者の結

只がはば一致している点で興味搾く思われる.

殺虫効励ま上記のJ:うに敬朽tEi後より5-lo員(llTJ後

を経た時の方が掛 ､.既往文肘3)･15)によってもこう

した幌向の認められる場合が少く､ない.厳密にいえば.

処理何日後において殺虫効果が最前になるかは,各報

色によって必ずしも紙架が一致していないが,これは

散布牧の況皮,散布弘 楢物の条件等によっても苅る･

苦である.今次実験の結果では,効果の現れ万が多少

おくれ気味であった感もあるが,しかし同様方法にJ:

った伊藤ら81の結果とはよく符号している.

以上の如くで,我々としては今次試験の各鮪架が大

体妥当なものと考えるのであるが,しかしそれぞれの

紅絹変化の型が相遊することは注目すべきである.こ

れを宛市他に対する相対lBによって示すと荊1回のよ

うである*★･結q,突用上関団にならない程度に減

少する時rL和は

OMPA五t(化学分析による)

>cllOlincstcrase氾!u71此≫殺虫効果

の帆 こEil'.､ことが田柄きれるのである.巧性と軌 ､関

鞍的印の方法は次の並1)である.難攻に試料把物のし

は1)汁を加えて何門し,それrJUr定汀割印望退せしめ
て娩兎に拙Llした.

+半節1ソ之に矧 1't:n!!RP】OMPAの0日の数値は追

加火映からlJlul左的に攻めたものであろから,ここで
はこれを除外して作図した.

m 22 怨-Ⅰ ,

係がある (或は招/i:の氾班と7J.なされる)OMPA左t
や cholinestcrascmiiFl;Rtの方が分解Tlいし刑矢がEfl,
く.牧山効架の城辺はそれよりか.'Jりむくれるという

ことは,災m上から好部分TlことといわTJければなら

ない (扱述).

上述のように,各項によって経時変化の型が相迎す

ることの忠味は決して街171ではないと.FTAう.schradan

については,Systoxの場合5)12)ほど脈折が行われて

いないが,やはr)その根本は OMPA が机物休円で

化学変化を起し3日J),･それぞれの生成物に応じて各効

栄 (cI101incsterase阻告及び殺虫).を志起することに

あるのであろう.この実験の結果からは,これ以上詳

論することはできないが,しかしここで指摘しておき

たいととは,机物体内における生成物が殺虫の上に相

当な役割を折じているらしいことである, ScdradaA

が凪物体円で訊性化されることについては只諭が多い

が】ひ)17),我々は上の文科 (OMPA虫が著しく減じた

後において殺山効果が高揚きれること)から見て,そ

のことが相当可柁牲あるものと考えたい.その生成物

は,殺虫にあずかるものそのものでないかも知れない

が,少くともそれの前駆休的な意義は持つも'のと考え

る.

なれ 上記充料によると,~schradaTIを散布した果

%'や茄のiu性 (食品衛生的な).の検査を, 化学分析

(OMPA の定虫)のみに衰存してよいかどうか疑誠

がないではない.これについては,関係諸氏の今筏の

検討をお印いする次第である.

次に各Tjl加にややくわしく諭ずることにしたい.

火災及び矧こおける残田 OMPA塁の比校 :刀!災

及び矧 こおける OMPA 塁の経時変化や比較すると, ､ ,

起点においては菜の万が苦しく高い鞍.そq理由とし

ては.上述したように勇の方が透見の割に表面机が大 ､

きいことと,このナスの場合では果実に対する薬剤の

附石見が少いことが考えられる.次に相当日数を耗た

後では,茄と果実との OMPA mは柁近しいずれも

川少であるが,しかしやはt)茄のガがr机､.こうした

帆Fは 閃ら16)の印LBにも示され,またナシについて行･

った MetaSystoxの火験11でも同様であった.これ

らの例から見ると,矧 こおけるは少の方がゆるやかの

A:うに払えるが,しかし凪.I:tにわける OMPA mを '

基準にして考えれば,郡1回 に示すJ:うに茄の方が

港この実駅で,殺虫効果の減退は時mJ的lち-裾おくれ

る結果となつ!=が,,その殺虫効果の調光は柴を舞台
として行ったものである. 起点暗 にやにおける

OMPA 長が市いことは,殺虫効果 (茄1こおける)､

が長時間維持さhることと幻関係ではないと想うが,
その詳細は今後の研究にまち:=い.
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oMPA 減少の比率が大であるといぇる一二I史に果実に

おいては.'成長による稀釈化が著しいわけで,これを

考hEに入れて綱者を比較すれば,茄における減退の万

が一Jd.'ilであることが判る.

孜々の火映で,光夫は前記のように毎回収位可鰭程

皮のもの (約 60g) をとって分析した. 従って散布

10El後に採取したものを例にとると,この果実は散布

当時はまだ母田大で39'り, この10日間に果実の成長

(ili甜 OJJn)による schradan の稀卿 ヒが相当あった
背である.一方柴の方では,この実験期間中には殆ど

成長を見ていない.こうした開床があるので,果実で

は OMPA 減少率に3E塁増大比を乗じてfiの減少率

を計許して妃た '(邦2袈). 即ち,雑犬において或虫

節 22 番-1

が変って来るから,OMPA 重宝存虫から殺虫効果を予

想するのは甚だ危険であると考えるのである.

,果実中の OMPA減少傾向は,上記のようl羊茄と相

違する点もあるが,大局的に見れば起点を頂点として･

下降の一途を辿るもので同一型に属する.従って火災

中のOMPA虫と殺虫効果との間にも,起点時を除い

て見れば琴かけ上の相関関係はないことになる･換召

すれば果実が食品符生的に亨耗弓掛こなった時期にわいて

も,なおかつ或期間中は殻虫効力が保持され柑るわけ

で, このこ:とは本剤を班用する川からいって好都合な

ことといわなければならない.

ただし前記のように,OMPA が動 そら果火へ移行

することがあるとすれば,この点は告山防繰上考えな

Table2. Re一ativecontentofOMPA infruitswithlapseOfdaysafterspraying.

Items ∫ Daysaftertreatment

(1) Tracingof-eightoffruits . I(;:a.g)

(2) aRXI.aiinvtc.C,oBt蒜 EfdeeMtPoAgf.nwftrhuitosfi,nruTthsici空rdeil霊:5Il･00 lo･99

相加がなかったと仮定LI=似合の OMPA 減少率を

,状めたのである.これによれば∴鵜尖ではOMPAの

火TI的Ilは少分矧 ま忠外に少いものであり,10日後で

はむしろm加を示す純米となった.これを柴におけ7a

減少串 (m'1回)と比佼すると著しい相迎である.こ

のことは.OMPA が一座非より火実へ移行す盲こと

を旧'71'するものといえよう.

OMPA 31は 牧山効只上: 既述邦1ままから示され'-3

A:うに. 批仰後日数が経過し, 化学分析による染申

OMPA 出が潜しく低下しても,そのことがtEiちに放

出効果の細山とな?ては現れない･こういう観点から

いえば,組物体内の OMPA 虫と殺虫効果との間に

は,正王は的な相関関係はないともいえる.∴しかし. こ

れは約 1=Rに示したような経1寺変化を通して考娯した

鴫のことであって.凪.知音におけるOMPA虫の多少

が殺山効力土と仙関旅であるという恋妹ではない.アプ

ラムシ･ダニ桝を駆除するに必%t'な OMPA虫 (植物

体内の)については,班に Casida･R'Jその他が31iaじて

おり,また野村 (未発_A)もキクの水餅夫験 (Pestox

3の掘削紋を地物仏式に応じて適宜吸い上げさせる)

によって､キ･9ヒゲナガアブラ~Macrosiphoniella

sanbol･niの駆除 (吸薬後3日以内に 80% 以上を鈍

すことをEl機とする)のための必要 OMPA 塁は,約

15-20ppm であることを推定した. このように,起

点時におけるOMPA塁の意義については決して否定

するものではないが,しかしそれ以後に関して時副 題
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けれ:･どならない.防疎効果を維持するためには,なる

べく果実への移行を防止すべきで,これは散榊 .1川Jの

適択によって戎程度可経ではないかと思う.今後こう

した観点から散布技術が再検討されることを那 Sした

い.I
殺山効果の持統性 : 前項で述べたように,牧山別

災特にそれの持続性の問屈は, 一応h'l物f4こ内のiiWJ三

､OMPA 虫とは切離して老洪すべきものと.rJnう.いわ

ゆる残効性といわれる中には,いろいろなAt凹が含ま

れ1), その研所はかなり困難であるが,今次火映の紙

果から次の考邪を下すことができる.

この度の実験結果を表面的に見れば, Pestox3の

I500倍液を散布した場合の衷用的な有効期間は,牧巾

後 15日位までと認められた･しかしこれは抜梯(火映

の結果であり,野列では他よりの移動侵入及びJ-i:前出

姫に時間を'33することが多いであろうから.矧邪には

この掴限はもう少し延長されることになろう.また本

試談では対象作物がやや老化していた時で,もう少し

早い時期にかければ, 地物休円に浸透する SchradarL

虫も幾分多くなったと,lBわれる.これらの点をT3'え合

せれば,Pcstox3の 500倍攻散布の班二郎g]lnlは.処

理飴大体 20-25日までと推3E3される.即作 寸)1)が多放

作物について,上と同じ氾既で野外敬神試験を行 った

l結栄をまとめると邦3･表の通りで,'これとほほ同様の
鮎諭となる.野夕描 験の経験では,これ以上にF<い残

効性を示すこともあるが,これは他からの拶劫授人が
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Tablc3. Frcq一lCnCyOft71CreSi(1U.llctrcctof
Pestox3 (0.2,00'conc.ofthecmt-lsion)to
aphidsandm王tcs王nvariousficldtcも19.

chs, lDaysarte'rtreatment

なかったちとによる見かけのものと耶釈で きよう-ま

た反対の場合もあるが, これは茄の成長 (jTrE!nEnl,Tn)

による稀釈化に原因することが多いと考えられる･

摘 要

ナスに Pestox3の 500倍校を1株当り 85cc散布

し.その宋宍及び矧 こおける OMPA壬正の紺 寺変化を

枚対した.またこの只実を人血に反応させた場合 (in

vitro),及び家苑に食せしめた場合の cholinesterasP

Fm与皮を定期的に調べた.詔にこの作物の肇にワクア

プラムシを柁印 して.その死亡率の時期的変化を調べ

た.これ ら各項目甲托時努化の様nはそれぞれ附近し,

OMPA 茄は 散布時を頂f::tとして減少の一途き辿 り,

cholinesterase阻告皮の減退はこれJ:I)ややわくれる.

朝出効力の経時変化の型はこれ らとは平 しく鋼 り,叔

初はむしろ低 く,散布後5-10日頃に罰点tに適 し,こ

れより油次減退する.

こうした和迩の由来については今後の検討にまたな

ければならないが,各Fl口の比校を迅じ OMPA右王と

殺虫効凪 殺虫効果の持続性などに附してT,=千の考察

を行うことができた.特にOMPAないし詔性が殆ど消

失した後にあって も,恐山効果の方はなお相当糊lld]緋
統することが明示されたことは江口されるべきである.
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R6sup16

In oJrdei･lo investigate the rchtion､of the

schrELdancontlcnifindtoxicityoftheplantstreated

witIIPeStOX3totIleCOntrOleffectagainstaphids.
theal】thdrspcriodicallyexamined thefollowing

itemsconemi叩 eggp一antsupo!lWhichPeStOX3

(0･2%conccntmtionof.theemulsion)wassprayed･

A.OMPA content(ppm)王n leaves. The 1

｡etc叫 naionof OMPA is practised,by
ITalトStolllmans'method. ＼

Jl･OMPA content (ppm) in fmi tsl.IThe

delermimtion ispractised by the same

methodmentionedabove.

C.Cholinesteraseinhibition in Iluman b一ood

(inv王t,o)(%).In this｡alse lOccJhuman

blood wasadded td 60g ofthesqueezed

juiceofthetrcatcdfruits.

D.Cholincstcr.lSe王nhibiliontinmbl山.bloo(I(チ.,).
Tnthisc.lSC60gfruitwas(lo§.lgedtonlcst

mhbit.

E.Mort.llity (,..I)ofyoung cotton .lPh王ds,

t̂'h.''sgossypL'''･LIEtcr48̀ hours from the
inocuhtion,revisedbyAbbott′9formula.

AsthercsulLsoftheexpcrimcntconcerningthe

fiveitemsthetypeofdccrcaseordecomposition

wasquitedifferentwith each other.asshoⅥlin
theTable1 and Fig.1.Asforthecomparison

oftheOMPA contentsillfruitsand leaves, the

reI右左rkablelgrowth offruitsduringtheperiodof

theexperimentshouldbetakenJinfoconsideration

(seeTable/2).From theabovefactsitmay be

saidthatthevelocityofdecreaseordecomposition
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･010MPA 王nfruitswasslowerverymuchas

conlparCdwiththecaseofleaves.Thisphenomenon

willperhapsbecaused bythetranslocationof

OMPA from leavestofruits.

InthisexperimenttlleSuperficialcorrelation＼

wasnotrecognizedbetweenthe residualcontent

ofOMPA andthecontroleffecttoaphids.The

authors,however,donotdenythesigTlificance

ofOMPA contentatthestartingpointofspraying.

About20-25daysaftersprayingare considered

to bethe;ffectiveperiodofPestox3 (0.2%

concentration oftheemulsion),.basedonthis

experimentandmanyotherfield･testsshownin

Table3.

Notc80n the FeedingIIahi180f the Larva ofthe Potato Lady Beetle,EpilachTZa

viginLgoclomaculaLaMotsch.,zLnditsBreeding.NagaoKoyAhlA (LAboratoryofBiologyand

Entomology,FacultyofTextileandSericulture,Shinshu University,Veda,NaganoPref･)･

ReceivedNov.2/1956.BoLyu-Kagaku,22,86-94,1957,(withEnglishr色sume,93).
I

15/ ォオ二ジチウヤホシテン トウ幼虫の食性およびその飼育に関する知が 小嶋 雄 (La

州大学 組維学部 生物学 ･昆虫学教室)31.ll.2 受理 J

謹 ん で 春 川 忠 曹 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 ろ.

誘引剤や忌避剤の応用,L耐虫性作物の育成などは殺虫剤の研究と平行して発明さるべき閃,rBlで. こ

.れがT:めには日出の食餌選択の機構を明らかにする必要がある. ここでは, オオニジユウヤホシテ､

ントウ助山の各班食餌に対する摂食性, 生育状闇などについて述べ ,-如上の研究のための韮把的な､

知見をE3えるとともに,試鹸生物として不出を飼育する場合の参考tli項にもふれた.

オオニジユウヤ虫シテントウ Epz'lachnavz'gznh'l

ocLo桝aCuhuaMofSCh.(以下オオニジユウヤホシと

(よぶ) の成山は非指に雑食性であるが 9,1)･M･17,20,℡))

その幼山はJ戊山より寡食性で通常ナス科植物の数矧 こ

おいての.b塩狩を完 うする 1リ3). しかし,招沢恥に

よれば.●北稚泣顔のオオニジユウ.ヤホシは実験杓には

ウ1)科3)かJl.'チャ,キカラスウリでも先知可経である

lという.私はさきに長野瓜哩オオニジユウヤホシ幼山

を白組の卵をIT]いて飼付した結果を予報し10),本柾が

企帆性のみならず食肉性であることを明らかにした.

その絶.私はこの朗の火映を継続し,幼虫の食性およ

びJ･JYH:の!.ち礎'IUな机 IL1をえたので,ここにまとめて

発InLたいと.rJlう.この共助に用いた幼虫はすべて信

州大学仏経･学部出切のジャガイモ畑でえられた卵から

ふ化させたもの,およびそれらをジャガイモの炎で飼

llfした各齢Jylのものである.

この研兜をなすにあたり,終始お省き下さった八木

弧改先生にN-く御礼を印し上げる.

食植性に関する実験

■ふ化当時の幼虫の摂食性

ふ化当時の幼虫は体色.疎毛の晋色するまでは静止

L/･摂食性を示さないので,実験には取卿 ､上の便宜

もあり,ふ化後何時間ぐらいのものを用いるべきか,

地山の企茄選択性はどうか,などについて予備的に突

*L訓 1大学組牲学部生物学昆虫学教室研究菜的夢33号.
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験を行った.

円食を始める時間 :温度230,開院混成85%,用度

100ルックスのペ ト.)シャーレ甲で, ジャガイモの茄

を給与して,2時r琵忙 とに摂食の状ほを調べたところ,

6時聞までは摂食するものがなく,8時間では少軌

10時閲でははと/I,どがifi企した.すなわちこのB3暁で

は幼山の択食性はふ化後少くとも8柑L"Jを経なければ

生起しないことが判った.1
食餌との距離と選択性 '.窄桝を茄 1図のように_区切

ち,食餌hli物を所定の位田に垂屯に立て,その中心に

ふ化後10時間を経た幼虫50頭を入れ,上記と同一条

件下で菜にmまる幼虫の数を調べた (距離Ocm 区は

食餌を立てず,中心から放射状にならべた). 調査は

Fig.1. Exper王mentalmetI10don 山efood
preferenceofthClarva.Thenumbとrsinthe

figureco王ncidewith thoseoftheunderdes･

cribedplants.

Jl


